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バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
る
「　
年
度
軽

３０

自
動
車
税
」
の
納
期
限
は
、
５
月

　
日
（
木
）
で
す
。
５
月　
日
に

３１

１１

発
送
し
た
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ

で
、
お
納
め
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
の
ご
案
内

　
身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

常
時
介
護
者
で
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

５
月　
日
（
木
）
ま
で
に
、
課
税

２４

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
「　
３０

年
度
軽
自
動
車
税
」
を
お
支
払
い

の
場
合
は
、
減
免
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
【
申
請
に
必
要
な
持
ち
物
】軽
自

動
車
税
納
税
通
知
書
▼
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
▼
主
に
運
転
す
る
方

の
運
転
免
許
証
▼
納
税
義
務
者
の

認
め
印
▼
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
〈
個
人
番
号
〉
カ
ー
ド
、
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
ま
た
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
の
い
ず
れ
か
１
点
）
▼
納
税
義

務
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
、
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

な
ど
）　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
書

類
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け

て
い
て
、「
軽
自
動
車
の
使
用
実
態

に
係
る
報
告
書
」
を
提
出
し
た
方

は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
使
用
実
態

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
申
請
が

必
要
で
す
）。減
免
要
件
な
ど
の
詳

細
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て

い
る
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
同

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
市
民
税
係
☎
４

７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３
３

１
・
２
３
３
２
）
へ
。

　
難
病
医
療
費
助
成
は
、
効
果
的

な
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
長
期
の
療
養
に
よ
る
医
療

費
の
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い
方

を
支
援
す
る
目
的
に
加
え
、
医
療

費
助
成
を
通
じ
て
患
者
の
方
の
病

状
や
治
療
状
況
を
把
握
し
、
治
療

研
究
を
推
進
す
る
目
的
を
併
せ
持

つ
制
度
で
す
。

医
療
費
助
成
の
内
容

　
（
ア
）
医
療
給
付
の
内
容

　
医
療
給
付
の
内
容
は
、「
医
療
受

給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
疾
病
を
治

療
す
る
た
め
に
受
け
る
診
療
、
調

剤
」「
居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管

理
お
よ
び
、
そ
の
治
療
に
伴
う
看

護
」
な
ど
で
す
。

　
各
種
医
療
保
険
を
適
用
し
た
後

の
自
己
負
担
額
（
入
院
時
食
事
療

養
標
準
負
担
額
と
生
活
療
養
標
準

負
担
額
は
含
み
ま
せ
ん
）
か
ら
、

「
月
額
自
己
負
担
上
限
額
」
を
控

除
し
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　
（
イ
）
介
護
の
給
付
の
内
容

　
介
護
の
給
付
の
内
容
は
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
に
限
り
ま
す
。

　
▼
訪
問
看
護
▼
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
▼
居
宅
療
養
管
理
指

導
▼
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
▼

介
護
予
防
訪
問
看
護
▼
介
護
予
防

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
▼
介

護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導　

　
前
記
（
ア
）
と
（
イ
）
の
医
療

費
助
成
は
、
あ
ら
か
じ
め
都
道
府

県
の
指
定
を
受
け
た
医
療
機
関

（
病
院
・
診
療
所
・
薬
局
）
ま
た

は
訪
問
看
護
事
業
所
で
受
診
を
し

た
場
合
に
限
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
各
種
医
療
保
険
を
適
用
し
た
後

の
自
己
負
担
額
の
う
ち
、
高
額
療

養
費
、
高
額
医
療
費
に
相
当
す
る

金
額
は
、
医
療
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
請
求
方
法
や
金
額
の
詳

細
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

の
保
険
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
助
成
の
対
象

　
　
年
４
月
１
日
か
ら
難
病
医
療

３０
費
等
助
成
制
度
の
対
象
疾
病
（
指

定
難
病
）
に
つ
い
て
、
６
疾
病
が

追
加
（
う
ち
５
疾
病
は
既
存
の
指

定
難
病
と
統
合
）
さ
れ
、
３
３
１

疾
病
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
次
の
（
１
）
と
（
２
）

を
満
た
す
方
で
す
。

　
（
１
）厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し

た
３
３
１
疾
病
（
指
定
難
病
）
ま

た
は
都
が
指
定
し
た
８
疾
病
に 
罹 り

 
患 
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

か
ん

　
（
２
）次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
方

　
①
そ
の
病
状
が
、
厚
生
労
働
大

臣
が
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
て
定
め
る
程
度
に
あ
る
方

（
重
症
度
分
類
で
該
当
す
る
方
）

　
②
前
記
①
に
該
当
せ
ず
、
同
一

の
月
に
受
け
た
指
定
難
病
に
係
る

医
療
費
に
つ
い
て
、
３
万
３
３
３

０
円
を
超
え
た
月
数
が
、
申
請
を

行
っ
た
日
の
属
す
る
月
以
前
の　
１２

月
以
内
に
す
で
に
３
月
以
上
あ
っ

た
方

申

請

方

法

　
申
請
は
随
時
、障
害
福
祉
課（
市

役
所
１
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
新
規
申
請
お
よ
び
更
新
申
請

に
は「
臨
床
調
査
個
人
票
」（
疾
病

ご
と
に
様
式
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
）
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
書
類
】臨
床
調
査
個
人
票

　
※
そ
の
他
必
要
書
類
の
様
式
は

同
課
に
あ
り
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】臨
床
調
査
個
人
票
は
、

難
病
指
定
医
（
都
道
府
県
の
指
定

を
受
け
た
医
師
）
が
作
成
し
た
も

の
の
み
有
効
で
す

　
詳
し
く
は
都
福
祉
保
健
局
疾
病

対
策
課
☎
０
３
・
５
３
２
０
・
４

４
７
２
、
☎
０
３
・
５
３
２
０
・

４
０
０
４
、
ま
た
は
市
障
害
福
祉

課
地
域
支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７

４
７
へ
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
し
て
、
制
度
の
周

知
徹
底
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年

「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」「
啓

発
活
動
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
は
、
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
方
で
す
。
日
常
生
活
で
人

か
ら
嫌
が
ら
せ
や
差
別
を
受
け
る

な
ど
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
困
っ

た
と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
【
日
時
】
６
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　
【
定
員
】
先
着
５
人
程
度

　
【
相
談
員
】
人
権
擁
護
委
員

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

　
市
で
は
難
病
医
療
費
助
成
を
受

給
し
て
い
る
方
へ
心
身
障
害
者
福

祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
①
施
設
入
所
の
方
②

　
歳
以
上
で
新
た
に
認
定
を
受
け

６５た
方
③
児
童
育
成
手
当
の
障
害
手

当
を
受
給
中
の
方

　
※　
歳
以
上
は
本
人
、　

歳
未

２０

２０

満
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
地
域
支

援
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
在
住
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
市
が
委
託
し

て
い
る
相
談
機
関
で
す
。「
介
護
の

相
談
」
か
ら
「
老
化
予
防
」
ま
で
、

保
健
福
祉
の
専
門
職
が
高
齢
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

◎
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
３
・
９
９
９
６
（
大
門
町

２
ノ　
ノ
５
、
東
部
地
域
セ
ン
タ

１０

ー
内
）

◎
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

本
部
☎
４
２
８
・
７
７
８
８
（
氷

川
台
２
ノ
６
ノ
６
、
社
会
福
祉
法

人
マ
ザ
ア
ス
内
）

　
【
担
当
地
区
】
上
の
原
、
金
山
町
、

神
宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小

山
、
東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

◎
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
０
・
８
１
８
６
（
幸
町
１

ノ　
ノ
５
、
幸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

１９
セ
ン
タ
ー
内
）

◎
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

本
部
☎
４
５
１
・
５
１
２
１
（
南

　
市
で
は
、
毎
年　
月
に
、
表
彰

１０

式
典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
式
典

で
は
、
市
の
公
益
の
増
進
や
文
化

の
向
上
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
、

市
民
の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

方
に
、
市
表
彰
規
則
に
基
づ
い
て

５
５
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
宛
て

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・
７

８
０
４
）、
ま
た
は
電 
子
メ
ー
ル

（hishokoho@
city.higashikuru

me.lg.jp  
）で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

（
い
ず
れ
も
題
名
を
「
表
彰
推
薦

　
秘
書
広
報
課
」
と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
）

　
詳
し
く
は
同
課
秘
書
係
☎
４
７

０
・
７
７
１
２
へ
。

表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い

ま
す
。　
皆
さ
ん
の
身
近
に
、善
行

な
ど
で
市
民
の
模
範
と
な
る
方
や

団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

　
【
推
薦
対
象
の
一
例
】５
年
以
上

続
け
て
環
境
美
化
活
動
や
慈
善
行

為
を
し
て
い
る
方
や
団
体
▼ 
自

己
の
危
険
も
顧
み
ず
、
人
命
を
救

助
し
た
方
や
団
体

　
【
推
薦
方
法
】６
月
１
日（
金
）ま

で
に（
必
着
）、表
彰
候
補
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
善
行
の

内
容
と
、
推
薦
す
る
方
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
詳
し
い
内
容

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
）

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５

沢
５
ノ　
ノ　
、
特
別
養
護
老
人

１８

３６

ホ
ー
ム
シ
ャ
ロ
ー
ム
東
久
留
米

内
）
　
【
担
当
地
区
】
本
町
、
幸
町
、
中

央
町
、
南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば
り

が
丘
団
地
、
南
町
、
前
沢
一
～
三

丁
目

◎
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
２
・
０
６
６
１
（
下
里
４

ノ
２
ノ　
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

５０

ム
け
ん
ち
の
里
内
）

　
【
担
当
地
区
】
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、
柳
窪
、

弥
生
、
下
里

　
詳
し
く
は
担
当
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
介
護

福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎
４
７
０
・

７
７
７
７
（
内
線
２
５
０
１
～
２

５
０
３
）
へ
。

　
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
地
域
で
孤
立
し

が
ち
な
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
在

宅
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
生
活
調

査
」
を
、
今
年
も
一
部
の
地
域
で

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は　
歳
以
上
の
「
一

７５

人
暮
ら
し
」
お
よ
び
「
高
齢
者
の

み
の
世
帯
」
の
方
を
直
接
訪
問
し
、

聞
き
取
り
を
し
ま
す
。
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
た
め
の
大
切
な
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
地
域

の
世
帯
に
は
、
訪
問
前
に
必
ず
通

知
を
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
担
当
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
介
護
福

祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎
４
７
０
・
７

７
７
７
（
内
線
２
５
０
１
～
２
５

０
３
）
へ
。

　
５
月　
日
（
木
）
は
、
固

３１

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

１
期
、
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機

関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便

局
）・コ
ン
ビ
ニ
で
お
納
め
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く
！！

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

日
（
木
）
で

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月　
日
（
木
）
で
すす

３１３１

お
忘
れ
な
く
！

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月　
日
（
木
）
で
す

３１

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

申
請
の
ご
案
内

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

申
請
の
ご
案
内

高
齢
者
あ
ん
し
ん
生
活
調
査

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
伺
い
ま
す

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包
括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括
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援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささささささささささささささ

ご
利
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す

身
近
な
方
や
団
体
で

善
行
な
ど
を
さ
れ
た
方
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

１
８
〉年
推
計
）」を
ま
と
め
ま
し

た
。
前
回（
平
成　
〈
２
０
１
３
〉

２５

年
推
計
）
に
よ
る
と
当
市
の
人
口

は
２
０
４
０
年
に
は　
万
人
を
割

１０

る
推
計
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
の

推
計
で
は　
万（　
万
７
１
５
９
）

１０

１０

人
を
維
持
で
き
る
数
値
に
改
善
し

て
お
り
、
こ
の
結
果
を
見
て
少
し

ほ
っ
と
し
た
思
い
で
す
。

　
市
で
は
、　

年
３
月
に「
ま
ち・

２８

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
人
口
減
少
社
会
の
中

で
い
か
に
人
口
を
維
持
す
る
の
か

と
い
う
難
し
い
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、

大
型
商
業
施
設
の
誘
導
や
都
市
計

画
道
路
の
整
備
、
大
規
模
団
地
の

建
て
替
え
に
併
せ
た
企
業
な
ど
の

誘
導
な
ど
地
域
の
活
性
化
を
着
実

に
推
進
し
て
き
た
効
果
が
、
将
来

の
人
口
動
態
に
も
現
れ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
若
い
世
代
の
転
入
や

出
生
率
の
向
上
を
目
指
し
、
子
育

て
環
境
の
整
備
に
力
を
注
い
で
き

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
都
心
か
ら
近
く
、
自
然
豊
か

な
ま
ち
。
そ
の
中
で
子
育
て
が

楽
し
い
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
投

資
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

出
生
率
は
現
在
１
・　

（
都
人

４１

口
動
態
統
計
年
報
か
ら
）
と
都

内
（
都
全
体
＝
１
・　

〈
同
年

２４

報
か
ら
〉）で
も
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中

に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
に
は
、
身
の

丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
に
努
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

保
育
園
の
整
備
・
運
営
や
児
童

館
の
運
営
な
ど
に
民
間
活
力
の

導
入
を
進
め
て
き
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
そ
の
努
力
な
の
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社

会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
答

え
を
探
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
最
中
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
数
値
と
し
て
表
れ
て
く

る
こ
と
で
希
望
が
見
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口 

（
２
０
１
８
年
推
計
）が 

ま
と
ま
り
ま
し
た

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
「
日
本
の
地
域
別
将

来
推
計
人
口
（
平
成　
〈
２
０

３０

市長


